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和
歌
山
の
魅
力
は
、

大
地
の
贈
り
物

やわらかい曲線を示す千畳敷（白浜町）の地層。



グニャリと曲がりくねった地層のフェニックス褶
しゅうきょく

曲（すさみ町）。

急
峻
な
山
々
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
、
川
は
流
れ
、
海
へ
と
注
が
れ
る
。

途
方
も
な
い
長
い
時
間
を
経
て
、

地
球
規
模
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

人
々
は
温
暖
な
気
候
の
中
、
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
生
活
を
営
む
。

人
と
自
然
、
人
と
信
仰
の
距
離
が
近
い
南
紀
熊
野
。

和
歌
山
の
魅
力
は
、
大
い
な
る
大
地
か
ら
の
贈
り
物
だ
。

和
歌
山
の
魅
力
は
、

大
地
の
贈
り
物



❶紀伊半島の地質に詳しい鈴木センター長。❷紀州材がふんだんに使わ
れたジオパークセンター。大地の成り立ちや迫力ある写真を見ると、自然と
気分が盛り上がる。❸難しい地質の話も、スタッフや常駐のジオパークガイ
ドが分かりやすく説明してくれる。

❶川の成り立ちや地形の変化などを説明することができる装置は、ガイドの力の見せ所。❷楽し
げに互いの得意な分野について、説明方法を教えあうガイド達。

ジオパークガイドの芝崎さん。各ジオサイトで、できるだけ対象物の近くに寄り、触れるなどして、
自然のパワーを感じてもらえるように案内することを心がけている。　

❶

❶

❷

❷

❸
南紀熊野ジオパークセンター　
住所／東牟婁郡串本町潮岬2838-3　電話／0735-67-7100

南紀熊野ジオパークガイドの会
住所／東牟婁郡串本町潮岬2838-3（南紀熊野ジオパークセンター内）電話／0735-67-7730

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
質
・
地
形
は
も
ち

ろ
ん
、人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
も
重

要
な
要
素
で
あ
る
。「
南
紀
熊
野
は
地

質
学
的
に
非
常
に
重
要
な
場
所
で
、

日
本
列
島
を
構
成
す
る
、付ふ
か
た
い

加
体
・

前ぜ
ん
こ
か
い
ぼ
ん
た
い
せ
き
た
い

弧
海
盆
堆
積
体
・
火か
せ
い
が
ん
た
い

成
岩
体
と
い
っ

た
３
種
の
大
地
を
ま
と
め
て
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
れ
は
世
界
的
に
も
非

常
に
珍
し
い
こ
と
な
ん
で
す
よ
」と
語

る
の
は
、南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
長
の
鈴す
ず
き
ひ
ろ
ゆ
き

木
博
之
さ
ん
。形
成
さ
れ

た
時
代
が
異
な
る
付
加
体
が
あ
り
、ま

た
日
本
で
最
大
級
の
前
弧
海
盆
堆
積

体
で
あ
る
熊
野
層
群
も
見
る
こ
と
が
で

き
、プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
る
大

地
の
成
り
立
ち
が
よ
く
わ
か
る
と
い
う
。

「
さ
ら
に
南
紀
熊
野
で
は
、滝
や
巨
岩
、

巨
木
な
ど
の
自
然
が
信
仰
の
対
象
と
な

り
、そ
れ
自
身
が
観
光
資
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。自
然
崇
拝
と
ジ
オ
の
存
在
が

重
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
」。

　

案
内
を
し
て
く
れ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
の
芝し
ば
ざ
き
ひ
ろ
こ

崎
浩
子
さ
ん
も「
学
生
時
代

は
高
知
大
学
で
岩
石
学
を
学
び
、い
ろ

ん
な
地
質
や
地
形
を
見
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
南
紀
熊
野
は
特
に
自
然
に
対

す
る
畏
敬
の
念
が
強
く
、巨
岩
な
ど
が

信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
他

の
地
域
よ
り
多
い
と
思
い
ま
す
」と
語

る
。そ
れ
は
、熊
野
三
山
や
熊
野
古
道

を
有
す
る
世
界
遺
産
地
域
に
暮
ら
す

人
た
ち
に
と
っ
て
、昔
か
ら
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
生
き
方
そ
の
も
の
。「
知

識
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、近
く
に
行

か
な
く
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。潮
溜
ま
り
の
生
き
物
や
動
き
そ

う
で
動
か
せ
な
い
岩
、そ
の
大
き
さ
や

神
々
し
さ
。南
紀
熊
野
に
来
て
大
地
や

岩
に
触
れ
、地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
」と
芝
崎
さ
ん
。

　

約
１
４
０
０
万
年
前
の
火
山
活
動

で
生
ま
れ
た〝
橋は
し
ぐ
い
い
わ

杭
岩
〟。途
切
れ
る
こ

と
な
く
打
ち
寄
せ
る
波
が
岩
脈
の
ま
わ

り
を
浸
食
し
、何
度
と
な
く
襲
っ
た
津

波
が
崩
落
し
た
岩
を
動
か
し
、今
こ
の

景
観
を
見
せ
て
い
る
。こ
の
絶
景
も
永

遠
で
は
な
い
。自
然
の
力
が
創
っ
た
奇

跡
の
瞬
間
で
あ
る
。

案
内
を
し
て
く
れ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
芝
崎
浩
子
さ
ん
も「
学

生
時
代
は
高
知
大
学
で
岩
石
学
を
学
び
、色
ん
な
地
形
を
見
て
来
ま

し
た
が
、南
紀
熊
野
は
特
に
自
然
に
対
す
る
畏
怖
の
念
が
強
く
、岩

な
ど
が
神
聖
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
他
の
地
域
よ
り
多
い
と
思
い
ま

す
」と
語
る
。そ
れ
は
、自
然
崇
拝
を
起
源
と
す
る
熊
野
三
山
や
熊
野

古
道
が
あ
る
世
界
遺
産
の
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
と
っ
て
、昔
か

ら
。

　
「
知
識
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、近
く
に
行
か
な
く
て
は
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。潮
溜
ま
り
の
生
き
物
、動
き
そ
う
で
動
か
せ
な

い
岩
。南
紀
熊
野
に
来
て
大
地
に
触
れ
、地
球
の
大
い
な
る
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」と
芝
崎
さ
ん
。

　

約
１
４
０
０
万
年
前
の
火
山
活
動
で
生
ま
れ
た〝
橋
杭
岩
〟。途
切

れ
る
こ
と
な
く
打
ち
寄
せ
る
波
や
何
度
と
な
く
訪
れ
た
地
震
や
津
波

が
、岩
脈
を
浸
食
し
岩
を
動
か
し
、今
こ
の
景
観
を
見
せ
て
い
る
。紀

伊
半
島
の
絶
景
は
、自
然
の
力
が
創
っ
た
奇
跡
の
瞬
間
で
あ
る
。

くしもと観光周遊バス推進協議会　
住所／東牟婁郡串本町潮岬2838-3（南紀熊野ジオパークセンター内）
電話／0735-67-7100

南紀熊野ジオパークセンターが
地域で果たす役割とは？

ジオパークを支える、
地元愛に満ちたガイドたち！

観光に便利な一日券と
まぐトル号

南
紀
熊
野
で
知
る

紀
伊
半
島
と
い
う
奇
跡

養成講座を修了し〝南紀熊野ジオパークガイドの会〟に登録されているガイドは
97人。ジオサイトやセンター内で、ジオパークの自然と人の繋がりについて分か
りやすく楽しく案内してくれる。各ガイドの得意分野は多岐にわたり、地質学は
もちろん、動植物から熊野の歴史や文化までバリエーション豊かで地元愛に溢
れた人ばかり。またガイド同士で勉強会を開催したり、わかりやすい説明の仕方
などを自発的に教えあうなどしているという。

ジオパークの観光利用を目的に県や串本町、地元の
事業者等で組織する「くしもと観光周遊バス推進協
議会」が運行を始めた〝まぐトル号〟。串本駅を出発
し南紀熊野ジオパークセンターや大島を周遊する。
1乗車 500円だが、コミュニティバスも乗り放題とな
る一日券（1000円）がお得。

火
かせいがんたい

成岩体
橋杭岩／串本町

〝南紀熊野ジオパーク〟の活動当初から、顧問として関わって
いる鈴木博之センター長。中学生の頃から地学に目覚め、
50年に渡って紀伊半島の隅々まで調べ歩いた根っからの地質
学者。〝見るだけ〟ではなく、〝触って感じる〟ことができる施
設内の設備は、楽しみながらジオが学べると子供だけでなく
大人にも好評。「さらにセンターの素晴らしいところは、館内
を案内するジオパークガイドさんたちです。みなさん自発的
に勉強し、難しくなりがちな〝ジオ〟の話をわかりやすく説明し
てくれています。地元の人々とジオパークセンターの〝いい関
係〟は、観光をはじめとする今後の南紀熊野を盛り上げるとい
う大切な役割もあります」。
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➊波の浸食でできた平らな海底が隆起
して海岸段丘となった地形。➋熊野カル
デラ・古座川弧状岩脈（こざがわこじょう
がんみゃく）の一部で、流紋岩質火砕岩で
できた巨大な岩壁。一枚の岩盤として
は日本最大級。➌かつての海溝に堆積
した層が、海洋プレートの沈み込みによ
り完全に固まる時に形成された地層。

➊

➋

➌

上／熊野カルデラがあったといわれ
る所に鎮座する熊野三山。南紀熊野
におけるジオパークと信仰の密接さ
が見て取れる。下／沈み込む海洋プ
レートに含まれる水が熱せられ、それ
が地下水を温め、温泉水として地上に
湧き出たため、紀伊半島には温泉地
が多くある。

上／御燈祭（おとうまつり）は、神倉山の中腹近
くに鎮座し、火成岩類が風化した巨岩・ゴトビキ
岩を御神体とする神倉神社の例祭。松明を手に
した男たちが石段を一気に駆け下りる勇壮な祭
り。下／上り子とよばれる参加者は、身を清め
るために一週間前から精進潔斎をしなければ
いけない。祭りの当日、町中に活気が充満し異
様な興奮状態に包まれる。

上／座頭鯨網掛之図（太地町立くじらの博物館蔵）。船
団を組み網を仕掛け、勢子舟に乗った刃刺が銛を打ち
鯨を捕る様を描いた古絵図。左／鯨の土鈴。熊野灘沿
岸は、鯨が陸の近くを頻繁に回遊すること、その鯨をい
ち早く発見できる高台、捕った鯨を引き上げることがで
きる浜の存在という、捕鯨に適した地理的要件が備わっ
ていた。鯨は地域の生活を支える〝海の恵み〟であった。

勝浦漁港といえば〝生マグロ〟の水揚
げで有名だが、和歌山では他にも
美味しい魚がいっぱい。実はこれ
もジオパークの要素。海の幸や食
文化も、海流や複雑な海底地形な
どによる大地からの贈り物である。

　

日本一の落差 133メートルの那智の滝。熊野那智大社の別宮〝飛瀧神
社〟の御神体である。

紀伊半島における➊付加体は、7000〜2000万年前頃、沈み込む海洋プ
レートと大陸プレートの境目で生じたものと考えられている。➋前弧
海盆堆積体は、1800〜1500万年前の比較的浅い海で形成され、付加体
の隆起に伴って押し上げられた。➌火成岩体は、プレートの沈み込み
運動でマントルと付加体深部の一部が溶けてマグマとなり上昇し、冷
却固結された大地。南紀熊野では熊野カルデラの一部として形成され
た頃に生じたもの。

円月島

瀞八丁 オトノリ

那智の滝
神倉山のゴトビキ岩

勝浦温泉

梶取崎

海金剛南紀熊野ジオパークセンター
橋杭岩

古座川の一枚岩

白浜温泉
千畳敷
三段壁

フェニックス褶曲

奈良県

上富田町

白浜町

すさみ町

串本町

古座川町
那智勝浦町

太地町

新宮市

北山村

和歌山県 三重県

伊勢湾

紀
伊
半
島

和
歌
山
県

奈
良
県

三
重
県

熊野那智大社

中央構
造線

熊野速玉大社
熊野本宮大社

熊野カルデラ

紀伊半島を作る
3種類の大地とは？

歴史や文化、生活も
全てがジオパーク

まぼろしのカルデラに
熊野の神々が宿る

主なジオサイトの位置
前弧海盆堆積体火成岩体

付加体
今も作られている付加体

海洋
プレ
ート

大陸
プレート

南海トラフ

沈み込
む海洋

プレート

紀伊半島を作る３種類の大地とは、プレートの沈み込み
により深い海で生じた付加体、隆起し浅くなった付加体の
上に砂や泥が堆積してできた前弧海盆堆積体、そして約
1400万年前の激しい火山活動で生じた火成岩体のことを
指す。大陸プレートの上に形成されたその３種類の地質
体からなる紀伊半島は、海洋プレートの沈み込みの影響を
受け、全体として今も隆起を続けている。また紀伊半島沖
の南海トラフでは、今も新しい付加体が形成され続けてい
る。

約 1400万年前の火山活動で生まれ
た熊野カルデラ。直径約 40× 20km
と推定され、その規模は阿蘇カルデ
ラをはるかに上回り世界最大級とい
われている。今では風化や侵食によ
りその地形を望むことはできないが、
痕跡は自然崇拝の対象として見るこ
とができる。那智の滝が流れ落ちる
断崖もその火成岩体の一部で、侵食
に強い火成岩と柔らかい地層の境界
に形成されたと考えられている。

地質は地形を形作り、地形はその地域の人々の暮らしに大きな影
響を与える。紀伊半島の中央から南半分を占める地域は、樹々が
生い茂る山間部と、海岸線が複雑な沿岸部で構成されている。熊
野は〝神々のおわす奥まった地〟であり、〝よみがえりの地〟とも呼
ばれた。人々は大海原に出て力を合わせて鯨を捕り、さまざまな
海の恵みを頂き感謝する。また住民たちは祭りを通して信仰心を
確かめ互いの絆を深める。ジオパークが単なる地質学でないこ
とは、熊野の人々の暮らしと自然の相互関係を見ると理解できる。

前
ぜんこかいぼんたいせきたい

弧海盆堆積体

千畳敷／白浜町

火
かせいがんたい

成岩体
一枚岩／古座川町

火
かせいがんたい

成岩体

那智の滝／那智勝浦
町

付
ふ か た い

加体

フェニックス褶曲／す
さみ町

南紀熊野では、岩などに名前が付
けられ信仰の対象になっているこ
とが多いですが、それも昔から自
然崇拝に根ざした熊野ならではで
すね。

こんなダイナミックな
地層は、他ではあまり
見ることができません。
それも色んな種類の地
層が、熊野というエリア
で多く見られるって凄
いです！
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❶臨海浦に浮かぶ円月
島。正式名称は高嶋とい
い白浜のシンボルとして
親しまれている。❷真っ
白な砂浜の白良浜。年
間数十万人の海水浴客
で賑わう。❸日本最古の
湯ともいわれる崎の湯。
波しぶきが届く最高のロ
ケーション。

熊野古道の道普請を行う
などのプログラムも用意さ
れている。

❶五色ケ浜近くに建つ本社。❷フリーアドレスとネイ
チャーノマドがオフィス作りのコンセプト。社員だけでな
く浦社長の表情も楽しげだ。

南紀白浜空港 　
住所／西牟婁郡白浜町才野1622-125
電話／0739-43-0095

クオリティソフト株式会社 　
住所／西牟婁郡白浜町中1701-3　電話／0739-45-1001

WORK
SHIRAHAMA      

地方の活性化を考えた企業と、
白浜の高いポテンシャル

平安時代からの
憧れの地  〈白浜〉

南
紀
白
浜
で
見
る

新
し
い
働
き
方

❷

❶

民間運営でさらに進化する
南紀白浜空港

❷

❶

❸

FACILITY

GROUP

2016年、東京から白浜町に本社を移したのは、
IT企業のクオリティソフト社。ゆったりとした敷
地の中、社員たちは屋内はもちろん、屋外に PC
を持ち出して仕事をすることが可能だ。「生ま
れは和歌山ですが、それが移転の理由ではあり
ません。都会では通勤など様々な環境が過酷
です。しかし白浜は自然が豊かで、県も積極的
に協力してくれました」と語るのは浦

うらきよはる

聖治社長。
「地方が活躍する時代を作るのは、都会でなく
ても仕事が可能な IT企業の役目だと思っていま
す。それには南紀白浜空港の存在も大きな要
因でした。地域の発展には、観光客だけでなく

〝住民〟を増やすことも大切です。それには雇
用の拡大と、〝暮らしたくなる〟という魅力的な
環境が重要です。そういう意味でも白浜は凄い
ポテンシャルを秘めた場所だと思います」。

　

南
紀
白
浜
と
い
え
ば
日
本
を
代
表

す
る
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
が
、そ
の
歴
史
は

古
く
、日
本
書
紀
や
万
葉
集
に
も
記

述
さ
れ
詠
わ
れ
て
い
る
。天
皇
を
は
じ

め
多
く
の
都
人
が
湯
治
に
訪
れ
た
上

質
な
温
泉
。断
崖
絶
壁
が
２
k に
も

及
ぶ
三
段
壁
や
、中
央
に
丸
い
海
食
洞

が
ぽ
っ
か
り
と
空
い
た
円
月
島
、砂
浜

が
美
し
い
白
良
浜
な
ど
、そ
の
魅
力
は

全
て
大
地
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
。そ

し
て
今
、ワ※

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う〝
新

し
い
働
き
方
〟の
波
が
、そ
の
白
浜
に

打
ち
寄
せ
て
い
る
。

　

冬
で
も
暖
か
な
南
国
の
地
・
白
浜
。

穏
や
か
な
時
間
と
豊
か
な
自
然
が
、

都
会
に
な
い
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
。

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
の
中
で
視

点
が
変
わ
り
、集
中
し
て
議
論
す
る
こ

と
で
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
、生
産
性

が
向
上
し
ま
し
た
。ま
た〝
観
光
地
で

働
く
〟と
い
う
シ
ス
テ
ム
自
身
、我
々

に
と
っ
て
も
新
し
い
体
験
。そ
れ
自
身

が
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
に
繋

が
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
」と
語
る

の
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
三

菱
U
F
J
銀
行
の
方
々
。地
域
で
の

C
S
R
活
動
な
ど
を
通
じ
、普
段
と

異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、考
え
方
や
視
野
が
拡
が
っ

た
と
の
感
想
も
多
く
、社
会
性
や
人

間
力
の
向
上
に
資
す
る
な
ど
の
効
果

も
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。

　

有
名
観
光
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

W
i-

F
i
の
整
備
も
早
く
か
ら
行
わ

れ
、東
京
か
ら
空
路
で
約
70
分
と
利

便
性
も
高
い
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

も
と
よ
り
、
I
T
関
係
の
企
業
の
誘

致
に
も
積
極
的
な
和
歌
山
。
地
方
か

ら
発
信
す
る
新
し
い
時
代
の〝
働
き

方
〟は
、も
う
始
ま
っ
て
い
る
。

和歌山の空の玄関口である南紀白浜空港。
毎日３便、東京・羽田空港から約 70分という
利便性から、観光客だけでなく白浜でのワー
ケーションやビジネス客の利用が増えている
という。2019年 4月からは民間企業の運営と
なった。10月からは乗客数の増加に対応し
朝夕２便が従来より大型の機材に変更され、
併せて運賃の大幅値下げも実施。今後は海
外路線の誘致も計画中だという。

※ワーケーションは、ワークとバケーションが組み合
わされた欧米発の造語で、近年、働き方改革の一環と
して企業間で普及している。

三 菱 地 所 株 式 会 社 が
2019年に白浜町第２
ITビジネスオフィスに
オープンした〝WORK
×ation Site 南紀白浜〟
は、白浜にあるワーケー
ション施設のひとつ。
大きな窓とダークな天
井がスタイリッシュな
空間をつくる。

白良浜でアフターファイ
ブを楽しむ参加者たち。
普段よりも濃密な関係
を築くことが可能なの
も、ワーケーションなら
ではの効果のひとつ。

和歌山県情報政策課 　
電話／073-441-2407
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❶モササウルス類の一種の全身骨格化石。「化石を含んだ大量の岩が運び込まれた時、途方もない作業を考
え目眩がしました（笑）」と県立自然博物館の主任学芸員小原正顕（おはらまさあき）さん。5〜 7人掛かりでク
リーニングをはじめ、全て終えるには 5年もの歳月が必要だったという。❷モササウルスの生体復元模型　制
作：古田悟郎（海洋堂）。➌スピノサウルス類の歯の化石。モササウルスやスピノサウルスはハリウッド映画
にも登場し、人気があるのだとか。
 11月28日～2020年2月9日／全身標本が展示される企画展「モササウルス復元プロジェクト」開催

❶

➋

➌

由良町にある白崎海岸。白く美しい海岸線
は、万葉集の和歌でも詠まれた。石灰岩は
生物起源のものが多く、白崎の石灰岩もフ
ズリナやウミユリ、サンゴの死骸が堆積して
できたもの。

和歌山県産業技術政策課 　
電話／073-441-2355生石高原 　

所在地／有田郡有田川町・海草郡紀美野町

和歌山県立自然博物館 　
住所／海南市船尾370-1　
電話／073-483-1777

❶串本町大島の東端断崖に建つ樫野埼灯台。潮岬灯台と
ともに、幕末にアメリカ等の 4ヶ国と結んだ条約により建て
ることになった 8ヶ所の条約灯台のひとつ。串本町に条約
灯台が二基も建てられたことから、海上交通の要衝であっ
たことがわかる。❷当時の様子を解説したジオラマや写
真、船の模型などが展示されている日米修交記念館。❸エ
ルトゥールル号殉難将士慰霊碑。事故の際に大島島民が
行った献身的な救助活動は、その後の日本とトルコの友好
関係の原点とされており、2020年は事故から130年という
節目を迎える。

8月25日に行われた〝宇宙シン
ポジウム in 串本〟。ロケット
の打ち上げ射場建設の地元、
串本町で行われたが、会場が
満席となるほど注目を集めて
いる。

提供：スペースワン株式会社

和歌山県が
宇宙に近くなる！

目
も
眩
む

断
崖
絶
壁
の

映
え
ス
ポ
ッ
ト
？

隣り合う二つの地層にある
一億年の隔たり

山
中
で

発
見
さ
れ
た

海
中
の
王
者

本
州
最
南
端
は

世
界
と
繋
が
る

海
路
の
要
衝
地

Trick  
or 

Joke?   

大型の衛星を打ち上げる国家プロジェクトに対し、
小型衛星を小型ロケットで打ち上げる民間宇宙ビ
ジネスが注目を集めている。利便性の高い宇宙
輸送サービスを目指すスペースワン株式会社は、
2019年民間による初のロケットの打上げ射場を串
本町田原周辺に建設することを発表。2021年の運
用開始に向けて工事が着工された。射場の建設に
あたり、打上げ方向である南東側に空間が開けてい
ることや、ロケットを工場から搬入するための輸送
経路が確保できることなど、いくつかの条件をクリ
アしたのが串本町だった。本州最南端であるまち
は、宇宙に近いまちとなる。

目も眩むような断崖絶壁に立つ姿。まるでグランドキャ
ニオンのような景色が和歌山にも！？実はこれ、人気のイ
ンスタ映えスポットで、標高 870mの生石高原にある火
上げ岩から撮影したもの。写真を撮る角度によって、長
峰山脈などが足元にあるように見えるだけでそれほど
断崖ではない。実際、すぐ下にはススキの草原が広が
り、昔は火を焚いて〝雨乞い〟の儀式をする場所だったと
いわれている。

真っ白な岩と青い海が特徴的な白崎海岸。その美しくも不思議な海岸線は、日本のエー
ゲ海とも称される。しかし不思議なのは白い岩だけではない。白い岩は石灰岩で、フズ
リナなどの原生生物の化石が発見されることから3〜 2.5億年前の地層と考えられる。ま
た石灰岩の周辺にある土色の砂岩や泥岩は、中紀層群と呼ばれる地層で1.8〜 1.3億年前
のもの。なんと1億年もの年代差がある地層が、混在しているという不思議な場所なので
ある。石灰岩を構成する古い地層が北上しながら大陸プレートの下に潜り込む時に、周
囲の砂や泥と混じり合った付加体となり、それらが地殻変動により隆起し、白崎海岸を作っ
たと考えられている。不思議な海岸は、地球が作るあまりにも長い奇跡の物語である。

中生代白亜紀後期、ティラノサウルスが地上の
王者なら、海中の王者だったのがモササウルス。
その化石が発見されたのは有田川町鳥

と や じ ょ う さ ん

屋城山、
昔から化石が発掘されることで有名な山中だっ
た。東アジアでは日本以外でモササウルスの発
見例はなく、頭骨や脊椎骨、肋骨、前後のヒレの
骨等がそろった日本唯一の標本で、世界的にも
貴重なものとして注目を集めている。また 2018
年には、西日本初となる〝魚食性恐竜スピノサ
ウルス〟の化石が、湯浅町の海岸で発見された。
有田川沿いは、多くの化石が発見されるエリアと
して注目を集めているという。

串本町大島は、公文書に記録された初めての日米間接触の地である。それはペリーの来
航より62年も遡る1791年、2隻のアメリカ商船が貿易のために大島に上陸したというもの
だった。本州最南端であり八丈島とほぼ同じ緯度にある大島は、アメリカにとってアクセス
しやすい日本だったのかもしれない。その後の 1890年、トルコ軍艦エルトゥールル号が帰
国途中、台風による強風と高波により、串本町樫野崎沖で座礁し沈没するという大惨事が起
きた。大島の南側は、古くから航海の難所として船乗りたちに恐れられていたが、避けては
通れない海上交通の要衝地であったために起きてしまったと考えられる。串本町は、〝本州
最南端のまち〟である故、古くから世界と密接に繋がっていた。

❷

❸

❶
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仁
坂
知
事（
以
下
仁
坂
）●
中
田
先
生
は
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
行
っ
て
い
る〝
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
〟の
委
員
長
を
昨
年
か
ら
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ご
専
門
は
火
山
学
と
の
こ

と
で
す
ね
。

中
田
節
也（
以
下
中
田
）●
私
は
富
山
県
出
身
で

金
沢
大
学
と
九
州
大
学
大
学
院
で
、熊
野
の
火

成
岩
と
よ
く
似
た
宮
崎
県
の
尾お
す
ず
や
ま

鈴
山
酸
性
岩
の

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
九
州
大
学

に
助
手
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に

雲
仙
普
賢
岳
が
噴
火
、そ
の
観
測
と
調
査
に
従

事
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
活
動
評
価
を
す
る
広

報
的
な
役
目
も
務
め
ま
し
た
。そ
の
時
の
研
究

成
果
が
認
め
ら
れ
東
京
大
学
に
移
り
、
長
年
火

山
の
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
退
職
し
、

防
災
科
学
技
術
研
究
所
の
火
山
研
究
推
進
セ
ン

タ
ー
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

仁
坂
●
先
生
は
日
本
で〝
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
〟が

始
ま
っ
た
頃
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
お
聞

き
し
ま
し
た
が〝
ジ
オ
パ
ー
ク
〟の
歴
史
や
国
内

外
で
の
現
在
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
田
●
ジ
オ
パ
ー
ク
を
直
訳
す
る
と〝
地
質
公

園
〟と
な
り
ま
す
が
、
地
質
学
の
見
所
が
あ
る

公
園
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
生

活
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
そ
の
地
質
か
ら
ど
の

よ
う
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を

学
ぶ
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
地
質
学
的

に
価
値
の
あ
る
も
の
を
、地
域
の
人
た
ち
み
ん

な
で
観
光
な
ど
に
活
用
し
、
地
域
の
人
々
が
気

持
ち
の
上
で
も
財
政
的
に
も
潤
う
の
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
仕
組
み
で
す
。１
９
９
０
年
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
始
ま
り
、
２
０
０
４
年
か
ら
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
以
外
の
国
々
も
加
わ
り〝
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〟が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
が
現
在
の
よ
う
な
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
の
は
２
０
１
５
年
で
す
。
日

本
で
は
２
０
０
８
年
に〝
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員

会
〟が
発
足
、７
地
域
を
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
し
、
２
０
０
９
年
に
は
３
地
域
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
44
地
域
の

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
９
地
域
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

が
日
本
に
あ
り
ま
す
。

仁
坂
●
私
は
自
然
や
動
物
、
植
物
な
ど
に
は
興

味
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
地
質
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
周
り
を
よ
く
見
渡
す
と
、
こ
こ
南
紀
熊
野
に

は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
美
し

い
海
が
あ
り
、
自
然
も
豊
か
で
森
も
美
し
い
。

さ
ら
に
そ
う
し
た
土
地
で
人
々
は
暮
ら
し
、歴

史
を
積
み
重
ね
、こ
れ
が
世
界
遺
産
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
全
て
太
古
か
ら
形
成
さ

れ
た
こ
の
紀
伊
半
島
の
大
地
の
お
か
げ
で
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

魅
力
溢
れ
る
南
紀
熊
野
こ
そ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
で
あ
る
と
活
動
を
始
め
、〝
南

紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
〟と
し
て
２
０
１
４
年
に

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、
２
０
１
９

年
１
月
に
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
９
年
７
月
に
は
拠
点
と
な
る〝
南
紀
熊

野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
〟が
完
成
し
ま
し
た
。

南
紀
熊
野
を
構
成
す
る

３
つ
の
地
質
と
は

仁
坂
●
南
紀
熊
野
は
異
な
っ
た
３
種
の
大
地
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
南
紀

熊
野
の
土
台
に
も
な
っ
て
い
る
付
加
体
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
世
界
的
に
も
有
名
な〝
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
褶
曲（
す
さ
み
町
）〟は
そ
の
代
表
格
で
す
。

二
つ
目
は
そ
の
付
加
体
の
上
に
土
砂
な
ど
が
堆

積
し
形
成
さ
れ
た
前
弧
海
盆
堆
積
体
で
、〝
千

畳
敷（
白
浜
町
）〟な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

三
つ
目
は〝
古
座
川
の
一
枚
岩（
古
座
川
町
）〟な

ど
を
生
み
出
し
た
火
成
岩
体
で
す
。
実
は
約

１
４
０
０
万
年
前
に
紀
伊
半
島
南
部
で
大
規
模

な
噴
火
が
あ
り
、
南
紀
熊
野
に
世
界
最
大
級
の

カ
ル
デ
ラ
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
火
山
活
動
で
で
き
た〝
古
座
川
弧
状
岩
脈
〟の

一
部
が
一
枚
岩
で
あ
り
、
弘
法
大
師
が
作
っ
た

と
い
う
伝
説
が
残
る〝
橋
杭
岩（
串
本
町
）〟
で

す
。
こ
れ
ら
は
地
中
で
固
ま
っ
た
後
、
地
殻
変

動
な
ど
で
隆
起
し
、
固
い
火
成
岩
体
の
部
分
だ

け
が
風
化
や
浸
食
に
耐
え
、
長
い
年
月
を
経
て

現
在
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

中
田
●
こ
の
南
紀
熊
野
は
、
地
質
学
的
に
も
日

本
を
代
表
す
る
よ
う
な
場
所
で
す
。
付
加
体
と

い
う
の
は
日
本
の
地
質
構
造
を
形
成
す
る
非
常

南
紀
熊
野

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
南
紀
熊
野
で
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
重
要
な
役
割
を
知
る
。

知事対談
中田節也　仁坂吉伸
日本ジオパーク委員会委員長 和歌山県知事 約900mに渡り、幅約15mの橋脚のように岩塔が直線的に立ち並ぶ〝橋杭岩〟。国の天

然記念物であり、南紀熊野ジオパークを代表するジオサイトのひとつ。約 1400万年
前の火山活動により地下から上昇したマグマが冷え固まったもの。
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に
重
要
な
仕
組
み
な
ん
で
す
が
、
こ
の
地
域
で

は〝
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
褶
曲
〟で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
何
層
も
の
地
層
が
、
ま
る
で
重
ね
た
タ

オ
ル
を
グ
ニ
ャ
っ
と
横
か
ら
縮
め
た
よ
う
に
見

え
る
そ
の
姿
は
非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
。

そ
れ
を
見
た
学
生
た
ち
は
地
球
が
持
つ
凄
い
力

に
驚
き
、
そ
の
力
に
よ
り
地
震
が
起
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
紀
伊
半
島
沖
で
は
海
洋
研
究
開

発
機
構
が
、
探
査
船〝
ち
き
ゅ
う
〟で
地
震
発
生

と
付
加
体
が
で
き
る
仕
組
み
を
同
時
に
研
究
調

査
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
に
起

き
た
地
震
や
こ
れ
か
ら
起
き
る
地
震
に
つ
い
て

解
明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た〝
ち
き
ゅ

う
〟
に
よ
り
海
底
に
観
測
装
置
を
設
置
し
、〝
ど

れ
ぐ
ら
い
の
地
震
が
起
き
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
津

波
が
起
き
る
の
か
？
〟
な
ど
を
素
早
く
正
確
に

予
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
こ
こ
は

日
本
の
地
球
科
学
研
究
の
最
前
線
で
、
私
た
ち

が
面
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
研
究
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
優
れ
た
場
所
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

仁
坂
●
地
震
や
津
波
の
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
は

〝
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
〟と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ

の
観
測
情
報
を
用
い
た
津
波
予
測
シ
ス
テ
ム
を

和
歌
山
県
と
海
洋
研
究
開
発
機
構
が
共
同
開
発

し
、
現
在
は
和
歌
山
県
と
防
災
科
学
技
術
研
究

所
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

日
本
列
島
の
少
し
手
前
で
海※
洋
プ
レ
ー
ト
が
大

陸
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
み
、
限
界
を
超

え
た
と
こ
ろ
で
大
地
が
跳
ね
上
が
る
こ
と
で
生

じ
、
そ
れ
に
伴
い
津
波
が
起
き
ま
す
。
地
震
や

津
波
が
起
こ
る
構
造
自
体
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
要

素
な
ん
で
す
ね
。
長
い
年
月
を
か
け
て
そ
の
よ

う
な
地
質
の
仕
組
み
が
積
み
重
な
り
、
形
成
さ

れ
て
今
の
紀
伊
半
島
は
出
来
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
あ
る
南
紀
熊
野
で
、
み
ん
な
で
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
を
行
い
な
が
ら
素
晴
ら
し
さ
を

認
識
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。　

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
、

人
と
人
の
対
話
か
ら
生
ま
れ
る

仁
坂
●
当
セ
ン
タ
ー
は
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

の
拠
点
と
し
て
作
り
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
県
外
の
方
々
に
も
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
施
設
内
に
は
い
ろ
ん
な
設
備

が
あ
り
、
特
に
迫
力
満
点
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
必
見
で
す
。
他
に
も
見
て
触

れ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
も
揃
っ
て

お
り
、
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
の
成
り
立
ち
な

ど
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
訪
れ
た
方
々
に
は

見
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
学
ん
で
い
た
だ

く
と
い
う
か
、
調
査
や
教
育
が
行
え
る
場
所
の

ひ
と
つ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
学
者
さ
ん
な
ど
を
お
招
き
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
え
る
よ
う

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
も
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
力
を
い
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
串

本
駅
か
ら〝
く
し
も
と
観
光
周
遊
バ
ス
〟で
ジ
オ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
来
館
す
る
こ
と
が
で
き
、

串
本
町
内
の
観
光
名
所
を
巡
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
さ
ら
に
橋
杭
岩
や
一
枚
岩
な
ど
の
ジ
オ
サ

イ
ト
を
見
て
回
り
た
い
と
い
う
方
々
に
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
な
ど
、
観
光
拠

点
や
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
も
持
た
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
田
●
館
内
で
は
ジ
オ
に
つ
い
て
楽
し
く
分

か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た

入
っ
た
瞬
間
、
使
わ
れ
て
い
る
木
の
い
い
香

り
が
し
ま
し
た
。
や
は
り
木
の
国
、
地
元
を
自

慢
す
る
と
い
う
の
は〝
ジ
オ
の
観
点
〟か
ら
も
重

要
で
す
。
元
々
ジ
オ
パ
ー
ク
は〝
人
が
作
る
も

の
で
あ
る
〟と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
す

が
、
地
域
の
人
が
た
く
さ
ん
参
加
し
、
運
営
す

る
人
た
ち
と
語
り
合
っ
て
一
緒
に
作
り
上
げ
て

行
く
、
そ
ん
な
仕
組
み
こ
そ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
な

ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
ち
ら
の
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
人
も
観
光
客
も
気
軽
に
立
ち

寄
り
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
非
常
に
優
れ

た
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

仁
坂
●
南
紀
熊
野
は〝
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
〟と
い
う
世
界
遺
産
の
エ
リ
ア
内
で
も
あ

り
、
そ
の
中
に〝
語
り
部
〟と
い
う
観
光
客
の

方
々
を
案
内
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
を
広
め
る
た
め
に
、
ジ
オ
パ
ー

ク
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
を
開
催
し
た
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
そ
の〝
語
り
部
〟の
方
々
も
含
め

多
く
の
方
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
い

う
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
は
、
和
歌
山

県
と
し
て
自
慢
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
知
る

こ
と
は
大
切
で
、
子
供
達
に
は
自
分
た
ち
の
地

域
に
誇
り
を
持
っ
て
育
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
ま
た
以
前
中
田
先
生
に
講
師
と
し
て
来

て
い
た
だ
い
た〝
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
〟の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
も
、積
極
的
に
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
田
●
本
当
に
素
晴
ら
し
い
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は

み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
行
く
と
い
う
共
同
作
業

が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は

自
然
災
害
や
少
子
化
、
過
疎
化
な
ど
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
課
題
に
対
し
て
、
地
域
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
考
え
る
時
に
不
可

欠
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
を

超
え
て
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
対
話
を
し
て
い
る

和
歌
山
は
、
非
常
に
ジ
オ
パ
ー
ク
が
上
手
く
機

能
し
て
い
る
例
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仁
坂
●〝
自
然
〟に
は
脅
威
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
が
、長
い
年
月
を
か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た

ジ
オ
の
恵
み
は
、和
歌
山
に
と
っ
て
大
変
な
資

産
で
す
。
我
々
一
人
一
人
が
も
っ
と
大
地
の
大

切
さ
を
意
識
し
、〝
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
〟の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
県
外
の
方
々
に
も
知
っ
て

い
た
だ
き
、訪
れ
て
い
た
だ
い
た
時
に
は
、誇
り

を
持
っ
て
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2019年 7月 27日にオープンした南
紀熊野ジオパークセンター。南紀
熊野ジオパークの情報発信や調査
研究の拠点となる施設。
場所／東牟婁郡串本町潮岬2838-3
電話／0735-67-7100

見るだけでなくジオを体感できる装置が並ぶ施設内。南紀熊野の
成り立ちがわかるプロジェクションマッピングは大迫力。

中田節也（なかだ　せつや）
1952年富山県生まれ。金沢大学大学院理学研究科修士課程修了。理学博士（九州大学）。九
州大学理学部助手、東京大学地震研究所助教授を経て、1999年同研究所教授。2018年定年
により退職。現在、東京大学名誉教授及び防災科学技術研究所・火山研究推進センター長、
日本ジオパーク委員会委員長。

知事対談
中田節也　仁坂吉伸
日本ジオパーク委員会委員長 和歌山県知事

※日本列島は大陸のプレート（ユーラシアプレート、北米プレート）と海洋プレート（太平洋プレート、フィリ
ピン海プレート）の 4つが接した位置にあり、南海トラフ地震はユーラシアプレートとフィリピン海プレート
が接する区域である「南海トラフ」を震源地とする地震である。　
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南紀熊野ジオパークとは
プレートの沈み込みに伴って生み出された３種
類の大地。それらが作る独特の景観や温暖湿
潤な気候がもたらす多種多様な動植物。そして
そこから生まれた熊野信仰や筏流しなど、数多
くの優れた自然や文化を体感できるところ。

大地に育まれた熊野の自然と文化に出会う。

大
地
の
隆
起
と
、
北
山
川
の
浸
食
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
V
字
谷
。
大
地
の

裂
け
目
の
よ
う
な
景
色
は
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
、ま
る
で
水
墨
画

の
よ
う
な
静
謐
さ
も
感
じ
さ
せ
る
。
奥
瀞
・
上
瀞
・
下
瀞
に
分
か
れ
、
下
瀞

は
別
名“
瀞
八
丁
”と
呼
ば
れ
る
国
の
特
別
名
勝
で
あ
る
。

瀞

峡

【

ど

ろ

き

ょ

う

】
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トリップアドバイザー「日本の動物園ランキング2019」で全国2
位にランクインした、和歌山屈指のテーマパーク。ジャイアント
パンダの飼育展示から、動物たちが自由に歩くサファリ、イル
カやアシカのライブが楽しめるゾーンなど施設は数々。

➊清掃も重要な仕事だが、その際に排泄物を目視し、体の調子を確認する。後ろで竹を食べているのは結浜。➋朝と昼、そして夕方に竹を与えるが、グルメなパ
ンダは美味しい部分だけを食べて、他は残すこともあり、様子を見て補充することもあるという。➌これは永明が好きな竹。この枝の茶色さと葉の緑具合がお気
に入りの状態だという。➍パンダは群れで生活をしないため、アドベンチャーワールドでは1歳を過ぎた頃に親から離れ、別々の運動場で過ごしている。（以上全
てブリーディングセンター）➎希少動物の繁殖・育成を目的とした希少動物繁殖センター「ＰＡＮＤＡ ＬＯＶＥ」。

➊永明（えいめい）オス／1994年9月6日に来園。現在27歳のパンダファミリーのお父さん。➋良浜（らうひん）メス／2000年
生まれ。永明との間に９頭の子供を産み育てた、子育て上手なお母さん。➌桜浜（おうひん）メス／2014年生まれ。➍桃浜（とう
ひん）メス／2014年生まれ。桜浜の双子の妹。➎結浜（ゆいひん）メス／2016年生まれ。頭部のとんがりヘアーがチャームポ
イント。➏彩浜（さいひん）メス／2018年8月14日生まれ。アドベンチャーワールドで最も小さく生まれたパンダ（出生時：75g）。

「パンダに頻繁に会いに来てくれるお客様もいて、中国に戻った和歌山生まれのパンダたちの様子を教えてくれる方もいらっしゃいます」とブ
リーディングセンター前の品川さん。

誰もが愛するパンダたちの未来も守りたい。

現在のパンダ
ファミリー

多
く
の
動
物
達
が

自
由
に
暮
ら
す
、

テ
ー
マパ
ー
ク
。

ジャイアントパンダ飼育員 ● 品
しながわ

川友
ゆ か

花

　

日
本
一
の
パ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
暮
ら
す
白

浜
の〝
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
〟。父
パ
ン
ダ

の
永
明
は
１
９
９
４
年
に
来
園
し
て
以
来
、梅め
い

梅め
い

お
よ
び
良
浜
と
の
間
に
、合
わ
せ
て
15
頭
の

子
供
を
も
う
け
た
偉
大
な
お
父
さ
ん
。現
在
で

も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
施
設〝
パ
ン
ダ

ラ
ブ
〟で
は
桜
浜
と
桃
浜
、彩
浜
が
、〝
ブ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
〟で
は
永
明
と
良
浜
、結
浜

の
合
計
６
頭
が
暮
ら
し
、そ
の
愛
く
る
し
い
姿

を
た
っ
ぷ
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

仙
台
出
身
の
品
川
友
花
さ
ん
は
、パ
ン
ダ
飼

育
員
の
ひ
と
り
。「
ど
う
し
て
も
動
物
と
関
わ

る
仕
事
が
し
た
く
て
、通
っ
て
い
た
大
学
を
中

退
し
、当
園
内
に
あ
る
専
門
学
校
で
学
ん
だ

後
、入
社
し
ま
し
た
。当
初
は
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ

や
リ
ス
ザ
ル
の
飼
育
を
担
当
し
て
い
ま
し
た

が
、２
０
１
６
年
か
ら
パ
ン
ダ
の
飼
育
ス
タ
ッ

フ
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
」と
品
川
さ
ん
。パ
ン

ダ
と
人
間
、お
互
い
に
会
話
は
で
き
な
い
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
が
異
変
な
ど
を
素
早
く
察
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。そ
こ
で
最
も
重
要
と
な
る
の

が
行
動
観
察
だ
と
い
う
。部
屋
の
掃
除
、お
や

つ
や
竹
を
与
え
る
時
は
も
ち
ろ
ん
、夜
中
の
寝

て
い
る
状
況
な
ど
も
ビ
デ
オ
で
確
認
し
、交
代

ス
タ
ッ
フ
と
情
報
交
換
を
欠
か
さ
な
い
。そ
う

い
っ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
、日
本
一
の
パ
ン

ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
支
え
て
き
た
。

　

ま
た
パ
ン
ダ
は
結
構
グ
ル
メ
で
、竹
の
美
味

し
い
状
態
を
分
か
っ
て
い
る
と
い
う
。「
春
は
栄

養
が
た
っ
ぷ
り
な
タ
ケ
ノ
コ
、夏
は
幹
が
、そ
し

て
秋
は
葉
っ
ぱ
が
美
味
し
い
よ
う
で
す（
笑
）。

永
明
は
私
の
声
を
聞
く
と〝
も
っ
と
美
味
し
い

竹
を
く
れ
〟と
わ
が
ま
ま
を
言
う
ん
で
す
よ
」。

そ
ん
な
パ
ン
ダ
達
に
は
週
４
回
、京
都
や
大
阪

か
ら
新
鮮
な
竹
が
運
ば
れ
る
。

　
「
パ
ン
ダ
の
性
格
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

が
、当
パ
ー
ク
で
誕
生
し
た
オ
ス
は
永
明
の
よ

う
に
穏
や
か
で
優
し
く
、メ
ス
は
良
浜
の
よ
う

に
気
が
強
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
ね（
笑
）。絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
希
少
な
動
物
で
あ
る
パ

ン
ダ
。飼
育
に
は
可
愛
い
が
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
未
来
を
守
る
と
い
う
大
き
な
責
任
も
伴

い
、常
に
緊
張
感
を
も
っ
て
接
し
て
い
ま
す
」。

W a k a y a m a
A c t i v e
W o m a n

アドベンチャーワールド　
住所／西牟婁郡白浜町堅田2399
電話／0570-06-4481　
https://www.aws-s.com/

➊

➊

➋

➋

➌

➌

➍

➍ ➎ ➏

➎

今
年
10
月
、
ア
ミ
メ
キ
リ
ン
の

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
よ
！

動
物
園
・
水
族
館
・
遊
園
地
の
3
つ
を
併
せ
持
つ
全
国
で
も
珍

し
い
ス
タ
イ
ル
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。永
明
・
良
浜
・
梅
梅

の
3
頭
に
は
、2011

年
3
月
に
仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県
知
事
よ

り「
和
歌
山
県
勲
功
爵（
の
称
号
が
贈
ら
れ
て
い
る
パ
ン
ダ
の
家

族
を
増
や
し
た
こ
と
で
和
歌
山
県
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

た
功
績
を
た
た
え
て
の
も
の
で
あ
る
。
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[6ede 0t7j]6ede

0t7j
[Oishii Wakayama]

丸みかん（うんしゅうみかん）
ひと房ずつ分れているのが普通のみかん缶詰。ところがこの缶詰の中身は
なんと、みかん〝丸ごと〟。1997年に発売以来、業務用として人気を集め、
丸ごと使った和菓子やケーキなどにひっぱりだこ。シロップにもみかん果汁が
使われているので、ゴクゴク飲むことができる。
紀州食品株式会社
住所／伊都郡かつらぎ町東渋田585
電話／0736-22-1041

手剥きはっさく
みかんだけでなく和歌山が生産量日本一の八朔。ほろ
苦さと上品な甘みが人気だが、皮を剥くのがちょっと面
倒。そういう方にオススメの缶詰。収穫した生果を農家
の倉庫で貯蔵し、甘みが増した春先から缶詰に加工。
一番のこだわりは人による手剥きで、小さめの八朔なら
たっぷり2玉分ぐらいはあり、食べ応え十分。
JA紀の里
住所／紀の川市上野12-5
電話／0736-73-7500

熊野米パン
熊野で栽培収穫された〝熊野米〟を米粉にし、ふんわりと焼き
上げた食事パンの缶詰。蓋を開けた瞬間に広がる焼きたての
ような香り。一口頬張るとほんのり甘く、しっかりとした食べ応え
が特徴の米粉パンは、お土産はもとより、災害用備蓄品として
も注目を集めている。
株式会社たがみ
住所／田辺市湊5-9
電話／0739-22-0106 

鯨大和煮 
甘辛く煮付けられた鯨の大和煮は、日本人によく食べら
れてきた鯨料理のひとつ。なかでも〝鯨大和煮の缶詰〟
は、長期間保存ができ、冷蔵庫がない昔から沿岸部はも
ちろん山間部の人たちにとって、貴重なタンパク源として
親しまれてきた。炊きたてのご飯に乗せて食べれば、贅沢
な鯨丼の出来上がり！ そんな鯨の懐かしい味を今に伝え
ようと、太地町の特産品として販売している。
太地町開発公社
住所／東牟婁郡太地町太地３７６７-１
電話／0735-59-4500

まぐろオイル漬・まぐろへそ醤油煮
勝浦漁港といえば、日本屈指の生マグロの水揚げ高を誇るこ
とで有名だが、冷凍されていないマグロは旨味が濃く、身もモ
チモチ。そんな生ビンチョウマグロを缶詰にした極上の逸品。
オイル漬の味付けは、黒潮の海水を炊き込んだ塩だけとシン
プル。へそ醤油煮のへそとはマグロの心臓のことで、地元で食
べられる珍味。使用される醤油も地元で醸造されたもの。
和歌山県漁業協同組合連合会
住所／勝浦漁港／東牟婁郡那智勝浦町築地7-8-2
電話／073-431-5101

ウメ缶Ⓡ
どんなときもウメとごはん
水またはお湯を入れてかき混ぜ、梅干も投入して数
十分で梅ご飯の出来上がり。疲労回復や殺菌作
用もあるといわれる最高級ブランドの南高梅が丸
ごと一粒入っていて大満足。アウトドア用として人
気だが災害備蓄用にもおすすめ。
永岡食品株式会社
住所／日高郡みなべ町芝576 
電話／0739-72-2709

ウツボカレー
海のギャングと呼ばれるウツボ。グロテスクで獰猛な姿だ
が、美しい白身はさっぱりと上品な味。皮のゼラチン質に
はコラーゲンがたっぷりで、南紀では人気の珍味。そのウ
ツボを丁寧に骨抜きし、カレーの具に。濃厚で中辛のルー
と、とろりとしたウツボのコラーゲンは相性もバッチリ。
有限会社山崎梅栄堂
住所／西牟婁郡白浜町2386－47
電話／0739-43-2056

01

04

0307

02

06

05 和歌山県は、海の幸、山の幸に恵まれた〝食の宝庫〟。

昔から食べ継がれている伝統的な食や、

新しい発想で生み出された食など、

〝おいしい〟があふれています。

そんな和歌山ならではのおいしさを、

いつでもどこでも食べられるようにギュッと詰め込んだ缶詰をご紹介！

缶詰編

蓋
を
開
け
て
ビ
ッ
ク
リ
！

丸
ご
と
み
か
ん
が

ド
ッ
サ
リ

ど
ん
な
時
で
も

梅
干
と
ご
飯
が

食
べ
ら
れ
る
！

手
剥
き
さ
れ
た

八
朔
が
た
っ
ぷ
り
。

黒
潮
か
ら
塩
を

醤
油
も
地
元
醸
造
、

こ
だ
わ
り
の
逸
品
。 蓋

を
開
け
た
ら

焼
き
た
て
の

米
粉
パ
ン
。

肉
厚
の
鯨
に
、

甘
辛
い
味
付
け
が

懐
か
し
い
。

海
の
ギ
ャ
ン
グ

ウ
ツ
ボ
が

濃
厚
カ
レ
ー
に
！
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 　“紀伊山地の霊場と参詣道”は、紀
伊山地の豊かな自然がなければ成立し
なかった「高野山」「熊野」「吉野・大
峯」の３つの山岳霊場とそこに至る「参
詣道」、周辺の環境を含む「文化的景
観」が、他に類を見ない資産として世界

遺産に登録され、２０１９年７月に１５周
年を迎えました。
　これを記念し、和歌山県及び（公社）
和歌山県観光連盟では２０２０年３月
３１日まで「世界遺産登録１５周年キャ
ンペーン」を実施しています。キャンペー
ン期間中は、世界遺産社寺を含む県
内各地域の協力を得て特別企画や交
通事業者とのタイアップ企画等を行い
ます。特別企画として、世界遺産社寺
等において普段見ることができない秘
宝等の特別公開やライトアップ、高野
参詣道や熊野古道を歩くイベントが実
施されます。また、県内宿泊施設に２
泊以上宿泊する方を対象に現金１０万
円やプレミア和歌山推奨品を抽選でプ
レゼントするキャンペーンなど、１５周年
ならではの企画が目白押しです。

　和歌山県白浜町にある南紀白浜空
港は東京羽田空港から約70分ととて
も便利なため、近年はＩＴ企業の進出や
ワーケーションの普及、串本町で進む
小型ロケット打上げ射場の計画などに
よりビジネス客の利用も増加し、国内
各地からチャーター便で観光客が訪れ
るなど注目されています。
　そこで、２０１９年１０月２７日より、運航
されている１日３往復の
うち、朝便と夕方便の
機材が大型化され、座
席数が９５席から１６５
席に。 併せて運賃の
大幅値下げも実施さ
れ、ウルトラ先得利用で
7000円〜の料金設定
となり、いっそう利用し
やすくなりました。
　さらに、お買い物割引

など空港内で利用可能な様々な特典
を受けることができる「南紀白浜空港
サポーターズクラブ」の設立、往復航
空券や和歌山の名産品が抽選で毎月
当たる「機材大型化キャンペーン」も
実施されています。
　ぜひこの機会に南紀白浜空港をご
利用いただき、食・歴史・自然と魅力
いっぱいの和歌山県へお越し下さい。

西御坊駅

南部
紀伊田辺

五條

加太駅 南海高野線

湯浅

アドベンチャーワールドアドベンチャーワールド
ナギサビールナギサビール

南紀白浜空港南紀白浜空港
クオリティソフトクオリティソフト

WORK×ation Site 南紀白浜WORK×ation Site 南紀白浜

南紀熊野ジオパークセンター南紀熊野ジオパークセンター

太地町開発公社太地町開発公社
勝浦漁港勝浦漁港

瀞峡瀞峡

樫野埼灯台樫野埼灯台
ロケット打上げ射場予定地ロケット打上げ射場予定地

エルトゥールル号殉難将士慰霊碑エルトゥールル号殉難将士慰霊碑
日米修交記念館日米修交記念館

たがみたがみ
山崎梅栄堂山崎梅栄堂

永岡食品永岡食品

生石高原生石高原

白崎海岸白崎海岸

紀州食品紀州食品

和歌山県立自然博物館和歌山県立自然博物館 貴志駅

JA紀の里

和歌山電鐵

大山崎I.C. 京都南I.C. 瀬田東J.C.T.

門真J.C.T. 久御山J.C.T.
京滋バイパス

第二京阪道路

すさみ南I.C.
すさみI.C.

日置川I.C.
南紀白浜I.C.

みなべI.C.

串本I.C.（仮）

有田南I.C.

和歌山南S.I.C.

和歌山J.C.T.

紀北かつらぎ
I.C.

紀の川I.C.
岩出根来I.C.

橿原高田I.C.

阪和自動車道

紀勢自動車道

370

370
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世界遺産登録
１５周年キャンペーンを実施中！ 南紀白浜空港を利用して和歌山へ

ホームページ：https://15th.koyasan-kumano100.jp/
問い合わせ／和 歌 山 県 観 光 振 興 課 　電話／０７３-４４１-２７７５
　　　　　（公社）和歌山県観光連盟　電話／０７３-４２２-４６３１ 

和歌山県港湾空港振興課　電話／073-441-3154

ふるさと納税で、元気なわかやまに。
ふるさと和歌山応援寄附

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000

１万円以上の寄附で和歌山を味わえる「梅干し」や「醤油」など、
プレミア和歌山の商品207品の中から贈呈！（県外にお住まいの方が対象）
※詳しくは、ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」をご覧ください。

地
元
の
水
に
こ
だ
わ
る
醸
造
家
の
想
い

１
９
９
７
年
に
白
浜
で
産
声
を
上
げ
た
ナ
ギ
サ

ビ
ー
ル
。
工
場
内
は
随
時
見
学
が
可
能
で
、
で

き
た
て
の
ビ
ー
ル
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

左
が
営
業
も
務
め
る
西
垣
さ
ん
。
他
の
ス
タ
ッ
フ

と
共
に
こ
だ
わ
り
の
ビ
ー
ル
を
醸
造
し
て
い
る
。

https://www.nagisa.co.jp/index.html　オンラインショップでも販売

平成30年度プレミア和歌山推奨品
審査委員奨励賞 受賞

　
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ペ
ー
ル
エ
ー
ル

と
い
え
ば
大
量
の
ホ
ッ
プ
を
用

い
た
苦
み
の
強
い
ビ
ー
ル
で
す

が
、当
社
は
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
の
約

3
倍
の
ホ
ッ
プ
を
使
用
し
な
が

ら
、優
し
い
飲
み
口
に
仕
上
げ

て
い
ま
す
。そ
の
苦
味
と
優
し

さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
か
っ
た
で

す
ね
」と
語
る
の
は
西に
し

垣が
き
も
と
お

元
雄

さ
ん
。今
ま
で
の
醸
造
デ
ー
タ

は
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、

同
じ
レ
シ
ピ
で
も
使
用
す
る
麦

芽
や
ホ
ッ
プ
は
自
然
の
も
の
で

あ
り
常
に
変
化
す
る
た
め
、完

璧
な
レ
シ
ピ
は
な
い
と
い
う
。　

　

地
元
で
愛
さ
れ
る
ビ
ー
ル
を

作
り
た
い
と
、世
界
的
な
評
価

を
受
け
る
地
元
の
天
然
水“
南

紀
白
浜
富
田
の
水
”を
仕
込
み

に
使
う
。「
口
当
た
り
も
優
し

く
、麦
芽
や
ホ
ッ
プ
が
溶
け
込

み
や
す
い
気
が
し
ま
す
ね
」。

インディアペールエール
販売者／ナギサビール株式会社
住所／西牟婁郡白浜町2927-220
電話／050-3820-8958

残間里江子審査委員長
和歌山は自然豊かで、おいしいものがたくさん
あります。毎回審査が楽しみです。

和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）推奨制度
安心・安全を基本に幅広い分野で優れた県産品を“和歌山らしさ”、

“和歌山ならでは”の視点で推奨する。

和歌山の郷土料理である茶粥は、
心もお腹も温まる優しい味。

店名の〝木と水と土と〟は、和歌山の美しい山や海や
大地を意識している。

和
歌
山
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お

し
ゃ
れ
な
店
内
。
和
歌
山
の
特
産
品
や

ヘ
ル
シ
ー
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

パ
ン
ケ
ー
キ
も
人
気
。

土鍋で炊いたもち麦入りのほうじ茶
粥は、香ばしく胃腸に優しい。梅干
しや金山寺味噌との相性もバッチリ。

住所／東京都港区北青山3-10-13
電話／03-5962-7586

Data ▲

木と水と土と　表参道店

旬の和歌山情報を
お届けします ！今号の「和」題

■和歌山県広報課
　TEL．073-441-2032　FAX．073-423-9500
　e-mail／nagomi-waka@pref.wakayama.lg.jp
■わかやま紀州館
　東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館B1F
　TEL．03-3216-8000　FAX．03-3216-8002
　e-mail／kishukan@wakayama-kanko.or.jp

　和歌山県内に本社を構える
株式会社明

めいこう

光が和歌山の良さ
を伝えたいと営業していた〝木
と水と土と〟が、今年2月北青山
に移転リニューアルオープン。
ヴィーガンメニューも取り揃えた
カフェだが、イチオシなのがほうじ
茶で炊いた〝土鍋有機茶粥〟。お
茶だけでなく、梅干しや金山寺味
噌ももちろん和歌山産。「表参道
という場所柄、外国人客も多い

が、日本の伝統食である〝茶粥〟
は人気のメニューのひとつです」
とチーフの外

そとざきひろつぐ

崎宏諭さん。雑踏か
ら少し離れた場所にある隠れ家
的存在のカフェで、木の温もりが
感じられる店内には、優しい空気
が満ちている。

和歌山県フォトライブラリー（写真貸出）

和歌山県PR動画（動画素材貸出）

和-nagomi- バックナンバー

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/photo/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/media/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/nagomi/

プレミア和歌山

“WA!”
TOPICS

01
“WA!”
TOPICS

02

発見 ！！ こんなところに和歌山！？

プレミア和歌山

問い合わせ／

23   nagomi  nagomi   22
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和歌山県
PRキャラクター

「きいちゃん」

「たま大明神」がたま神社に鎮座して４年が過ぎる中、貴志川線を未来につなぐため、“キ
シカイセイ（起死回生）プロジェクト”が発表されました。プロジェクトは「副駅名称（命名
権）、貴志川線サポーターの募集」や「“あと５回きっぷ”の発売」、「三社参り（日前神宮・
國懸神宮、竈山神社、伊太祁曽神社）周遊きっぷの開発」などの１０項目。ニタマ駅
長とよんたま駅長はたま神社にお詣りし、「がんばるにゃー」と気合いを入れていました。

８月１４日に１歳となったジャイアントパンダの「彩浜」は、
ニンジンやリンゴ以外に堅い竹も少しずつ食べられるよう
になってきました。１０月２４日には母親「良浜（らうひん）」
と暮らしていたブリーディングセンターを離れ、ひとり立ち
しました。双子のパンダ「桜浜（おうひん）・桃浜（とうひ
ん）」が暮らす「パンダラブ」に引っ越した彩浜は、ガラ
ス越しに桃浜と対面したり寝転がったり、新しい場所に
興味津々です。

キ
シ
カ
イ
セ
イ

プ
ロ
ジェ
ク
ト

始
動
！

彩
浜（
さ
い
ひ
ん
）の
ひ
と
り
立
ち

大
人
へ
の
第
一
歩
！

たま神社にお詣りするニタマ駅長（左）とよんたま駅長（右）。
「貴志川線に乗って会いに来てほしいにゃー」。

１５頭のパンダのお父さん「永明（えいめ
い）」は９月１４日に２７歳になりました。
飼育下で自然交配し繁殖した世界最高
齢のパンダで、人間に例えると、なんとお
よそ８０歳！

体重わずか７５gで生まれた彩
浜。こんなに大きくなりました！

貴志川線を応援してくれる世界中
の皆さんから送られた絵手紙。「よ
んたま駅長」もとっても嬉しそう。

お問い合わせは、
和歌山電鐵（TEL.073-478-0110）へ。
駅長たまのツイッター @ekichoTAMA

［よんたまちゃんの貴志駅駅長代行勤務日］
ニタマ駅長の公休日（水・木曜）に
貴志駅にて勤務しております。

お問い合わせは、
アドベンチャーワールドインフォメーション 

（ナビダイヤル.0570-06-4481）へ。
公式ツイッター @aws_official
ホームページ https://www.aws-s.com/

和歌山のスーパーアイドル、
ニタマちゃんとパンダちゃんたちの

ほっこり近況報告
ep .11

和歌山県ホームページ　https://www.pref.wakayama.lg.jp/

元気日記
きいちゃんレポート


